
実施団体 事業名

所
在
市
町

事
業
枠

事業概要
助成額

（千円）

1
西播ボードゲーム
倶楽部

親子ボードゲー
ム交流・コミュ
ニティ定着事業

相
生
市

一
般

・親子が参加しやすいボードゲーム体験イベントを実施。
・ゲーム選定や運営スタッフは、地元ボードゲーム有志で構
成。
・大型ボードゲームの導入により、視覚的な楽しさと一体感
を提供。

140

2
Sing Super Sax
Jazz Orchestra

体験からステー
ジへ ― 地域活
性・創生につな
ぐ参加型文化事
業

姫
路
市

一
般

・宮内遺跡公園、ひがん花まつり等の地域資源と連動した
音楽イベントに参加し、新宮町の魅力を町内外へ発信す
る。
・昨年度好評であった打楽器体験企画を発展させ、来場者
が本番ステージで演奏参加できる企画を実施し、観客から
出演者へと主体的参加を促す。
・地域団体とのコラボステージを行い、地域内の交流と新た
なつながりを創出する。
・活動内容はSNSや動画等でも発信し、新宮町の認知度向
上と再来訪促進を図る。

150

3
光都で輝く
文化を拓く会

光都で輝く文化
を拓く

た
つ
の
市

一
般

・大学生から80歳まで幅広い年代で構成されている光都の
活性化を目指し活動している３つのグループ、兵庫県立大
学学生有志スパークル、拡大Ⅳ期まちづくり部会、光都クリ
スマスローズ愛好会。本事業ではそれらのグループの個別
の活動に別の団体からも積極的に参加・交流して頂き、こ
の光都で生活している多様な人々のつながりを強める。
・多くの人が独自の経歴や自分の思いを話し、皆と共有し話
し合う『光都の多様性を楽しむ会』を定期的に開催する。

140

4
NPO法人
坂越のまち並みを
創る会

坂越まち並み館
展示リニューア
ル事業

赤
穂
市

一
般

・関西福祉大学の学生や観光ボランティア、地域住民と協
力し、パネル展示されていた資料をデジタルデータや、立体
造形物として再構成し、「坂越まち並み館」にて常設展示す
る。
・展示資料と連動する内容のリーフレットを作成し、「坂越ま
ち並み館」等で配布する。

140

5
兵庫県立大学
自然研究会

西播磨地区にお
ける生物多様性
の啓蒙

上
郡
町

一
般

・播磨各公園都市内での生物調査を月１回程度実施する。
・専門家（植物、昆虫、鳥など）を招いた調査会を季節ごとに
実施し、季節ごとの域内に棲息する生物のリスト化を進め、
この地域の生物叢の恒常性あるいは変遷を知る手がかりと
し、地域の方々に貴重な生物を知ってもらうイベント（講演
および展示）を開催する。
・兵庫県立大学理学部内では、常設の展示空間を利用し
て、折々の生物を紹介し、生物調査の際には、学生や地域
住民にも参加を呼びかけ、自然とのふれあいをもつ機会を
創る。
・日常的には、X（@uoh_shizen）やインスタグラム
（@uoh_shizen）で地域の生物の紹介を行い、豊かな自然を
求める近隣市町の市民や学生に情報を発信。

170
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6 まる虫PILL BUG
まる虫 PILL BUG
こども運動遊び
体験事業

姫
路
市

一
般

・地域の自然環境（里山）および体育館を活用し、子どもを
対象とした運動遊あそびおよび自然体験活動（動物歩きや
ジャンプなどの基礎運動、外遊びや自然体験を通して、身
体の使い方や人との関わりを学ぶ機会を提供）を実施す
る。
・実施は少人数から開始し、安全面や運営手法を確認しな
がら段階的に規模を広げていく。活動は定期的に実施。継
続して参加できる環境を整えることで地域の子どもが安心し
て集まれる居場所づくりを目指す。
・保護者同伴での参加を基本とし。活動の様子を共有する
ことで家庭での関わりにもつなげる。周知については、口コ
ミやチラシ配布等により地域への広がりを図る。

75

7
子どもの遊び場を
考える会赤とんぼ

プレーパーク赤
とんぼ

た
つ
の
市

一
般

・毎月2回(第2土曜日、第４土曜日)に西播磨文化会館の南
側庭園にて『プレーパーク赤とんぼ』を実施する。ハンモック
や段ボールハウス作り、木工作、クラフト工作、シャボン玉、
ロープブランコなどの遊びを設置する他、裏山の探検に出
かけ生き物や植物の最終・観察をしたり山歩きをしたりす
る。夏季には水遊び、秋季にはえのぐ遊び、冬季にはたき
火体験など、季節折々の遊びや体験ができるようにする。
・依頼があれば『出張プレーパーク』として西播磨文化会館
以外での開催も行う。
・3か月に1回、活動を告知するチラシを作成し、たつの市・
宍粟市・上郡町の小学校やこども園各所に配布する。SNS
を通じて活動の様子や今後の予定などを発信。

100

8
相生市応援
チャンネル

相生市応援プロ
ジェクト

相
生
市

一
般

・相生市応援チャンネル事業全体：YouTubeチャンネル「相
生市応援チャンネル」を通じて、相生市の地域情報・イベン
ト・文化・人を映像で発信。撮影・編集・配信を一貫して行
い、SNS（Instagram・X等）での拡散も合わせて実施。
・あいおいのひととき：コープデイズ相生の2階を活用しマル
シェや音楽ステージの実施。次回の日程は未定ですが市民
が気軽に参加できる場を創出。
・あいおいはろうぃんらいぶ：10月に開催するハロウィンを
テーマにした地域参加型ライブイベント。アーティスト・市民
参加者によるパフォーマンスを開催し、市内外への情報発
信と地域賑わい創出を図る。参加型企画も実施し、幅広い
年代が楽しめるイベントとして定着させる。マルシェではキッ
チンカーなどを計画。

140

9
NPO法人
たつの・赤トンボ
を増やそう会

アキアカネのエ
サになる微生物
を増やそう！

た
つ
の
市

一
般

・童謡「赤とんぼ」のモデルであるアキアカネを復活させる為
に、彼らのエサになるミドリムシを出来る限り大量に培養す
るそこで、ミドリムシを大量に培養して、自家製馬糞堆肥と
一緒にマコモ畑にまいてエサとして与え、彼らの生育数の
大幅増加を図る。

150

10
西公文ふれあい
防災公園づくり
実行委員会

西公文ふれあい
防災公園づくり

宍
粟
市

特
別
（
防
災
意
識
醸

成
事
業

)

・2018年7月の西日本豪雨災害の復旧現場を「西公文ふれ
あい防災公園」とし、被災地（約3ha）にサクラ・モミジなどの
植栽を行い、災害のメモリアル公園として復活させ、西公文
防災教育の一助とする。また、この地を将来にわたって地
域住民が集う「いこいの場」とする取組をすすめる。

184

11
学生防災団体
つぶやき

学生がつなぐ西
播磨くらし防
災・共助力向上
事業

神
戸
市

特
別
（
防
災
意
識
醸
成
事
業

)

・本事業では、西播磨地域の地域イベントやマルシェなど、
住民が日常的に集う「くらし」の場において、体験型防災
ブースの出店を行う。対象は、子ども、保護者、高齢者を含
む地域住民とし、防災に普段あまり関心を持たない層にも
自然に参加してもらえるよう、楽しさや参加しやすさを入口と
した内容とする。
・本事業の特徴は、単に防災知識を伝えるだけでなく、西播
磨地域が抱える脆弱性そのものに焦点を当て、看護・福祉
の視点から防災を考える体験型プログラムを展開し、災害
時に配慮を必要とする人々の存在や、その背景にある脆弱
性について、子どもから大人まで分かりやすく学べる内容と
する。

149



12
わくわく
プロジェクト

子供も大人もみ
んなで挑む！芸
術創作活動

た
つ
の
市

特
別
（
芸
術
・
文

化
・
ス
ポ
ｌ
ツ
振
興

事
業

)

・たつの市教育委員会の協力の下、5 月にダンスフェスティ
バル、9 月に創作劇、たつの市民と近隣地域に募集をかけ
出演者を募る。わくわくプロジェクト主催のワークショップ、
稽古を経て本番へ挑んでもらう。
・11 月には、演劇祭を開催予定。西播磨地域のアマチュア
団体や学校の演劇部などに募集をかける。

183

13
テクテク
ジャンボリー
実行委員会

テクテクジャン
ボリー

上
郡
町

特
別
（
芸
術
・
文

化
・
ス
ポ
ｌ
ツ
振

興
事
業

)

・バンド、沖縄民謡、DJなどの多彩な出演者を招き、音楽イ
ベントを開催。また、楽器づくりブースを設置して、子どもた
ち（大人も可能）が楽器を製作。その楽器などを使って一緒
に音楽を演奏する新たな来場者参加型音楽イベントを実
施。

183

14
イージー
サイクリング播磨

３季サイクリン
グinしそう

宍
粟
市

特
別
（
芸
術
・
文
化
・
ス

ポ
ｌ
ツ
振
興
事
業

)

・「春を楽しむ　しそう周遊サイクルロゲイニング」を開催し当
方が設定した宍粟市内のチェックポイントを参加者のレベル
で走れるイベントを追加する。
・夏には「夏を感じる音水湖ドボンライド」でサイクリングだけ
でない宍粟のもう一つの楽しみ方として音水湖でスーパー
サップとサイクリングを組み合わせる。
・「秋をあじわう引原ダム周遊サイクリング」では「味わう」の
キーワードに「文化・歴史」も味わってもらうべく「宇原獅子
舞保存会」とのコラボ企画をおこなう。

250

15
三軌：
兵庫西播磨の会

醤アート展

た
つ
の
市

特
別
（
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ｌ
ツ
振

興
事
業

)

・西播磨市域はもとより、全国の醤油醸造地に、「水の郷」を
テーマにした醤油で描いた絵画を募集し、作品展示会を開
催。
「醤アート展」と題して、募集要項を作成し、醤油醸造地に送
付し、作品を募ります。応募作品は、A４サイズの紙に醤油
で描いた作品で、入選作品を公開展示し、優秀な作品には
それぞれ賞を贈呈するものです。全国から来場者を受け入
れ、より西播磨のPRにつなげる企画です。併せて、子ども
や障害者の絵画の描き方、展示のお絵描きワークショップ
の開催と音楽コンサートを同時開催し、絵画と音楽に親しむ
機会を創出します。

175

16
西播磨を
音楽でつなぐ
プロジェクト

西播磨を音楽で
つなぐプロジェ
クト

た
つ
の
市

特
別
（
芸
術
・
文

化
・
ス
ポ
ｌ
ツ
振

興
事
業

)

・個人・団体の区別、世代を問わず、いろいろなジャンルで
音楽活動を行っている演奏者が一堂に集い、音楽による交
流を図る。幅広い世代を対象に音楽講座を実施する。
・幅広い世代を対に音楽講座を実施。

187

17
播州ストリート
スポーツ協会

夢を育てる地域
型ストリートス
ポーツ推進事業
2026
～ダンスとスト
リートサッカー
でつなぐ、地域
の縦と横、未来
の担い手～

た
つ
の
市

特
別
（
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ｌ
ツ
振
興
事

業

)

・アクアホールで開催する「世代をつなぐダンス地域交流・
普及イベント」を、成果発表と地域交流の場として実施。活
動成果の発表に加え、子ども、保護者、地域住民、ユース
リーダー等が一体となって交わる機会を創出し、新たな参
加者の掘り起こしと地域への活動成果の還元を図る。
・ダンスとストリートサッカーを主軸として実施するものです
が、BMX、スケートボード、ランニングバイク等の他のスト
リートスポーツについても、不定期に年3～4回程度の体験・
普及イベントを実施する予定。これにより、ストリートスポー
ツ全般に親しむ機会を地域に継続的に創出し、子どもから
大人まで幅広い世代のスポーツ参加を促進するとともに、
地域住民の健康増進、世代間交流及び地域コミュニティの
活性化を図る。

183



18
太子町商工会
青年部

太子いかるが音
頭（盆踊り）の
再興

太
子
町

特
別
（
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ｌ
ツ
振
興

事
業

)

・「斑鳩寺公園内で行われる夏会式のステージイベント」に
おいて、「太子いかるが音頭」を実施。令和8年8月21日（金）
に開催。計画、会場は斑鳩寺公園内の広場にて櫓を設置し
て行う。参加者は子供を含む一般の来場者であり、ステ―
ジの出演者（地元ダンススクール・太子高校生徒など）にも
参加を促すなど地域住民が一体となって参加できるように
演出を行う。参加者目標500人準備については、踊りの経
験を持つ学校関係者や地域団体へ企画を提案し、事前に
アプローチして進めていく。
・イベントのPRについては、紙媒体の広告による周知と
Instagram等SNS等による情報発信にて、より多くの方に参
加を呼びかける取組みを行う。

170

19
龍野
コンシェルジェ

龍野レトロマッ
プＵＴ版作成事
業

た
つ
の
市

特
別
（
多
世
代
協
働
に

よ
る
地
域
の
魅
力
づ
く

り
事
業

)

・地域にお住いのご高齢の方や車椅子を使われている方な
どとＵＴマップに掲載する情報について検討。「龍野レトロ
マップ」のデータを再利用し、令和8年度現在の情報への書
き換えと上記の内容を反映させることをデザイナーに委託
する。
・ＵＴ版を印刷し、身障者協会などの当事者団体や兵庫県
内のＵＴセンターに配布するとともに、龍野コンシェルジェの
ＳＮＳでＵＴマップの情報がみられるようにする。

212

20 尾崎を語る会

赤穂高校と連携
した忠臣蔵講談
による郷土PR事
業

赤
穂
市

特
別
（
多
世
代
協
働
に

よ
る
地
域
の
魅
力
づ
く

り
事
業

)

・赤穂高校生と協働し、高校生世代に歴史的な知見を伝
え、高校生は赤穂義士の講談を演じる。高校生が講談を演
じられる環境づくりを人的なネットワークを活用して用意し、
高校生が一般の市民や観光客、全国の若い世代へ赤穂義
士の講談という方法で、赤穂の歴史や誇りを伝え広める援
助をおこなう。

187

21
うね地区
まちおこし隊

原はら!土器ド
キ!!フェスティ
バル2026

赤
穂
市

特
別
（
多
世
代
協
働
に

よ
る
地
域
の
魅
力
づ
く

り
事
業

)

・原小学校、原幼稚園、赤穂市教育委員会と協働でのイベ
ント開催。
（子どもたちがダンスや和太鼓演奏、防犯講座の披露）
・彼岸花の植栽活動。
・子ども達のダンスや和太鼓演奏、防犯講座の披露は継
続。今年度からは、準備段階から関わってもらい、看板やの
ぼりの制作、観光マップ等を一緒に作成。

140

22
宍粟市商工会
青年部

JOB HEROES
SHISO

宍
粟
市

特
別
（
多
世
代
協
働
に
よ
る
地

域
の
魅
力
づ
く
り
事
業

)

・発展型の職業体験イベント「JOB HEROES SHISO」を11月
1日に開催する（雨天の場合は11月8日）予定。会場は、せ
せらぎ公園・市役所駐車場・地域グラウンド等を使用し（全
て宍粟市所有）、地域の企業・団体の出展ブースを設置す
る。展示レイアウトは、重機等を使用する企業とサービス業
等を分けた配置を行い、安全面にも配慮する。
市・警察・消防署・自衛隊にもブース出展や車両展示を要
請し、行政にも本事業に参画いただき、地域の抱える課題
の再認識と共有を図る。

170

23
自然ドキドキ
発見隊

自然ドキドキ発
見隊

た
つ
の
市

特
別
（
多
世
代
協

働
に
よ
る
地
域
の

魅
力
づ
く
り
事

業

)

・兵庫県たつの市御津町の「みはらしの森」を活動の基点に
定め、親と子、地域住民が参加する森林体験や自然素材を
利用した環境学習の機会を開き、自然の面白さや素晴らし
さに感動するとともにほかの参加者と共有すること、さらに
自然の恩恵への気づきをもとに身近な里山をはじめ様々な
環境への保護活動を展開する。

170

24 光都わくわくラボ
光都わくわくサ
イエンスフェス
タ

た
つ
の
市

特
別
（
移
住
・
定
住
促

進
事
業

)

本事業では、科学の魅力を子どもたちに伝えるため、以下
の内容で体験型科学イベントを実施する。
•月に１回程度のイベントを開催（実験型と座学型をバランス
よく開催）。
•座学では科学者もしくは科学を職業にする講師を招致す
る。
•イベントはケミプロ化成先端技術センターおよび光都地区
（芝生広場など）にて実施。

212



25 川島自治会

猿田彦大神神話
の伝統文化の継
承と創作詩歌集
の作成
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・随筆家に依頼し、次世代に受け継ぐ新たな創作詩歌を追
加作成し、すべての創作詩歌をまとめて冊子にする。
・まつり実行委員会内に歌・笛・太鼓・鐘・三味線・踊りの責
任者を置き、各分野及び全体会において、専門家の指導の
下、練習体制を構築する。夏まつりにおける盆踊り、黒岡神
社秋祭りにおいて猿田彦に関する伝統文化を継承し、推進
する体制を創造する。
・しめ縄づくり体験を講師をお招きして開催し古来の伝統文
化に触れると共に人的交流の場とする。
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合　計 4,130


